
インドネシアにおける

日本と中国の存在感の推移

1



自己紹介
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1975/4～1981/6 ヤマハ㈱入社 インドネシア工場立上支援分野配属

1981/6～1987/3 インドネシア工場生産課長 電子鍵盤楽器の組立生産

1987/3～1995/7 インドネシア工場長 電子楽器、ピアノ、ギターの輸出拠点化

1995/7～2005/3 帰国、インドネシアを普及品の生産拠点化するプロジェクト

2005/3～現在 ヤマハ退職、インドネシア進出サポートコンサルタントとして独立

  インドネシア語翻訳・通訳

静岡大学客員教授、専修大学客員講師

独立行政法人日本貿易振興機構(JETRO)専門家

独立行政法人 中小企業基盤整備機構アドバイザー

一般社団法人海外事業支援センター(OBAC)アドバイザー

一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）講師

一般社団法人日本インドネシアビジネス協会(ABJI)理事

などを経歴し、これまでのインドネシア進出支援企業数は約100社
インドネシアと
の関わりも51年
になりました



セミナー要旨
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• 1990年以降、失われた30年と言われ、経済が停滞し続けている日本と、

世界の工場として急成長しつつある中国は、インドネシア国内におい
ても、その存在感の変化を顕著に現わしています。

• 特に2014年から2024年まで10年間続いたジョコウィドド政権の下では、

ジャカルタとバンドンの間の高速鉄道建設、国策としての電気自動車
の世界的供給拠点化、そして新首都建設など、中国からの国を挙げて
の進出が目を引きました。

• このままでは、1968年のスハルト政権以降に築かれた、日本とインドネ

シアの絆は、時間と共に細くなり、いつの間にか中国がそれに代わる
存在になるのは避けられないと危惧されます。

• このセミナーでは、これまでのインドネシアと日本および中国との様々
な関係を、定量的に見返すことで、今後の姿を推測してみます。
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1. 直接投資
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 投資額では2019年から日本は中国に抜かれる。
 投資件数では2023年から日本は中国に抜かれる。
 中国と日本の直接投資の格差は今後益々広がると予測される。

出処：インドネシア統計センター



2. 輸出入取引
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 輸出額では2016年から日本は中国に抜かれる。
 輸入額ではデータがある2017年以降は中国が大きく上回っている。
 2023年の中国向け輸出は鉄USD18.34十億、化石燃料USD17.58十億、動物脂USD6.08十

億、ニッケルUSD4.95十億となっている。

出処：インドネシア統計センター



3. 債務残高
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 対日本債務残高は中国より二桁大きく、これは今後直ぐに逆転することは無いと思われる。

出処：インドネシア統計センター



4. 無償援助
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 日本は断トツの無償援助国としてインドネシアの発展に貢献して来た。

出処：インドネシア統計センター



5. 外国人労働者数
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 近年の中国人労働者の多くは、スラウェシ島周辺の、ニッケル産業の関係者で占められ
ている。

出処：インドネシア労働省



6. 技能実習生受入数
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 中国への技能実習生の人数は公表されていないため推測値。

出処：インドネシア労働省



7. 外国人観光客数
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 コロナの影響で一時的に激減したものの、中国からの観光客は今後も増加すると予測さ
れる。

出処：インドネシア統計センター



8. インドネシア人観光客数
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 中国へのインドネシア人観光客数のデータは公表されていない。

出処：インドネシア観光省



9. 外国語学習者数
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 インドネシアでは圧倒的に日本語学習の希望者が多いが、中国語の学習者も徐々に増え
て来ている。

出処：The Japan Foundation、他



10.インドネシア語学習者数
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 インドネシア語学科を持つ大学の数は日本、中国共に20以上。
 中国の学習者数は不明であるが、年々増えていることは確実と言われている。

出処：日本文部科学省、他



11.外国人留学生数
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 近年は、中国からの留学生数は、日本の10倍前後の規模であることが判る。

出処：出処：海外留学協議会、他



12.インドネシア人留学生数
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 近年の日本への留学生数は5000人前後を維持しているが、中国への留学生数は、今後
毎年15％増加すると予測されている。

出処： Japan Student Services Organization、他



13.国際機関加盟
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 日本とはIPEF（インド太平洋経済枠組み）のメンバーとして中国包囲網に参加し、中国とは
BRICSのメンバーとして、欧米・日本の西側諸国に対する牽制の立場を共有している。

インドネシア
加入年度

1989 1999 2022 2023 2025 申請中 検討中

略称 APEC G20 IPEF RCEP BRICS OECD TPP

日本語名称
アジア太平洋
経済協力

金融・世界経済
に関する首脳会

合

インド太平洋
経済枠組み

地域的な包括的
経済連携

5ヵ国会議
経済協力
開発機構

環太平洋
パートナーシップ

協定

インドネシア ● ● ● ● ● ○ △

日本 ● ● ● ● ● ●

中国 ● ● ● ●



14.近代史
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1940年代 1950年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

政
権

日
本
と
の
関
係

1945/8/17
オランダか
らの独立宣
言

1945-1948
オランダと
の独立戦争
への残留日
本兵の参戦

1958/1/20
総額803億
円の戦争賠
償協定締結

1962
スカルノ大
統領の側室
としてデヴィ
夫人登場

1974/1/15
ジャカルタで
の反日暴動
（反スハルト
暴動）

1978/3/9
日本の支援
によるジャカ
ルタ-ボゴー

ル高速道路
開通

2019/3/24
日本に支援
によるジャカ
ルタの地下
鉄が開業

中
国
と
の
関
係

1960/9/30
インドネシア
共産党軍の
クーデター
失敗で、共
産党幹部が
中国へ亡命

1968に政権

を取ったス
ハルト大統
領は中国と
国交断絶、
中国語の使
用を禁止

1990/8
スハルト政
権が中国と
の国交を回
復

1998/5/18
アジア金融
危機に端を
発したジャカ
ルタ暴動で
華人が暴徒
の被害を受
ける

2022
主に中国か
らの支援に
より東カリマ
ンタン州に
新首都建設
開始

2023/10
中国が建設
したジャカル
タ-バンドン

間の高速鉄
道が開業

スカルノ スハルト ユドヨノ ジョコウィ
ハビビ
ワヒッド
メガワティ



最新のインドネシア情報はこちらから
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インドネシア進出サポート公式サイト
https://www.hmkt.jp/
インドネシア進出準備から撤退までの要点を簡潔にまとめたサイトです。
毎月1日発行のメルマガのバックナンバーも掲載しています。
（Googleトップランキング）

インドネシア最新情報ブログ
https://per-inc.com/blog/
あらゆる分野での情報を毎日、どんなメディアよりも早く紹介しています。

インドネシア進出サポートウエブセミナー
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
公式サイトに掲載されたセミナースライドサンプルの中から、ダウンロード件数の多い
もの順に音声解説付きのスライドをアップロードしています。
インドネシア週刊ニュースダイジェストも毎週月曜日に発信しています。

愛する二つの祖国である、日本とインドネシアの発展のため、
全てのコンテンツは無料で公開されています

https://www.hmkt.jp/
https://www.hmkt.jp/
https://per-inc.com/blog/
https://per-inc.com/blog/
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
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ご清聴ありがとうございました
ここからは質疑応答です
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